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Pos: 1.1 /00 005 Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Hi nweise z ur Be dien ungs anleit ung @ 0\ mod _12 223 4741 528 7_9 .doc @ 26 31 @   
 
 

1 取扱説明書に関する注記 
Pos: 1.2 /00 010 Be dien ungs anleit ung en/0 010 0 Kapit elsam mlun g Cry oMill/0 001 Hi nweise  zur B edien ungs anleit ung /Mo dul Hinw eis zu r Bedie nun gsanl eitun g @ 0 \mo d_1 222 347 341 773_ 9.d oc @ 2540  @  
 
 

本取扱説明書には、目次の各項目に関して必要な全ての情報が記載されています。 

機器本来の目的に沿った安全なご使用のために、本書は各分野に携わる対象者に

指図を与えるものです。関連する章を読み理解することが、安全なご使用のため

に重要です。 

本取扱説明書は専門事項を検索する際の参考資料ならびに学習手引となるもので

す。章ごとに内容が分かれています。 

本取扱説明書には、修理情報は含まれていません。万一、機器が故障した、また

は修理が必要となった場合は、お買い求めの販売店または当社まで直接ご連絡下

さい。 

 

株式会社 レッチェ http://www.retsch.co.jp  

 
 

変更 

予告なく仕様を変更することがあります。 

 
Pos: 1.4 /00 010 Be dien ungs anleit ung en/0 010 0 Kapit elsam mlun g Cry oMill/0 001 Hi nweise  zur B edien ungs anleit ung /Mo dul Ur heb err echt @ 0\ mod _12 223 473 420 38_ 9.doc  @ 2 547 @  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

著作権 

 
本書の開示や複製を禁じます。第三者に対する本書内容の開示や利用には、  

必ず株式会社レッチェの書面での承認が必要です。  

違反した場合、法的措置をとることがあります。 
Pos: 2.1 /00 010 Be dien ungs anleit ung en/- -- --- - Seite num bru ch - -- --- -- --- @ 0\ mod _12 223 443 737 58_0 .doc  @ 2 386 @  
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Pos: 2.2 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Erklär ung en z u de n Siche rheitsw arn ung en @  0\m od_ 122 234 456 977 1_9. doc @  24 84 @  
 

1.1 安全警告に関する説明 
Pos: 2.3 /00 003 St and ard Ka pitel/ Gene ral Mod ul War nhinw eise Erkl äru ng n eu @  0\m od_ 123 485 832 974 6_9. doc @  61 90 @  
 
 

本取扱説明書では、以下の安全警告が示されています。  

 

安全警告に従わない場合は、重傷を負う恐れがあります。次の標示により、  

以下の警告を行います。    
 

 警告  

危険の種類/人身傷害 
危険の原因 
– 留意しないと生じ得る危険 

• 危険の回避方法に関する指示 
 

必要な措置に関する説明または指示には、次のマークも併用しています。 

 警告 
 

安全警告に従わない場合は、軽傷または中程度の負傷を負う恐れがあります。 

次の警告標示により、以下の警告を行います。 
 

 注意  

危険の種類 / 人身傷害 
危険の原因 
– 留意しないと生じ得る危険 

• 危険の回避方法に関する指示 
 

必要な措置に関する説明または指示には、次のマークも併用しています。 

 注意 
 

物的損害を及ぼす危険性がある場合、「注記」の標示により、以下の注意を行い

ます。 
 

注記 

物的損害の種類 
物的損害の原因 
– 留意しないと生じ得る危険 

• 危険の回避方法に関する指示 
 

必要な措置に関する説明または指示には、次のマークも併用しています。 

注記 

 

 
Pos: 2.4 /00 010 Be dien ungs anleit ung en/- -- --- - Seite num bru ch - -- --- -- --- @ 0\ mod _12 223 443 737 58_0 .doc  @ 2 386 @  
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Pos: 2.5 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Gen erell e Siche rheits hinweis e @ 0 \mo d_1 222 3445 689 74_ 9.do c @ 2 463  @  
 

1.2 一般的な安全注意 
Pos: 2.6 /00 004 W arn hinweise /Ge ner al VORSICHT Be dien ungs anleit ung l esen @ 2\ mod _12 638 949 828 15_9 .doc  @ 1 8630  @  
 

 

 注意  

最初に取扱説明書をお読みください。 

–  取扱説明書を読まないで本機を使用した場合、人身傷害

の危険があります。 

• 本機を使用する前に取扱説明書をお読みください。 

• 右は、「取扱説明書をお読みください。」との注意記号

です。 
 

 
Pos: 2.7 /00 003 St and ard Ka pitel/ Gene ral Mod ul Zi elgru ppe  un d Sicher heit @ 0\ mod _12 287 2295 530 0_9 .doc @ 41 00 @   
 

対象者: 何らかの形で機器に関与する人物 

本機はレッチェ社の最新の高性能製品で、最先端技術に基づいています。   

本取扱説明書をよく読み、本来の目的に従い取り扱うことで、操作の安全性が保

証されます。 
Pos: 2.7 /00 003 St and ard Ka pitel/ Gene ral Mod ul Siche rheits hinweis e @ 0 \mo d_1 228 722 9548 00_ 9.d oc @ 4 086  @  
 
 

本機の所有者ならびに操作責任者は、機器の操作に従事する人々に以下を徹底す

る義務があります。  

• 安全に関するすべての規則をよく読み、理解すること。 

• 操作の前に、当該対象者に関連する取扱い上の説明や規則を学ぶこと。 

• 本機の取扱説明書を いつでも問題なく閲覧可能にしておくこと。 

• 新任者は機器の運転を開始する前に、専門知識のある人から口頭による導入

教育を受けるか、本取扱説明書を読むことにより、本来の目的に沿った安全

な取り扱いを学ぶこと 。 

不適切な操作は怪我や事故の原因になります。本機の所有者は、自己と社員の安

全に責任を負います。 
許可された関係者以外の者が本機に近づかないようにしてください。 

Pos: 2.9 /00 004 W arn hinweise /Ge ner al VORSICHT Sac h- und P erso nensc häd en HINWEIS @  1\m od_ 123 623 845 667 6_9. doc @  76 42 @  
 
  

 
注意  

機器の改造 
－ 機器の改造は、人体に危害を与える恐れがあります。 

機器の改造を禁じます。レッチェ社製の純正スペアパーツや付属品のみを

使用して下さい。 
 
 

注記 

機器の改造 
－ 機器を改造した場合、レッチェ社が保証した欧州指令への適合性は効力を

失います。  

－ その場合、製品保証の要求にも応じかねます。 

 機器の改造を禁じます。レッチェ社製の純正スペアパーツや付属品のみを

使用して下さい。 
 

Pos: 2.1 0 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ --- -- -- Seit enu mbr uch -- --- --- -- - @ 0 \mo d_1 222 344 373 758_ 0.d oc @ 2386  @   

  



 

8 

 
Pos: 2.1 1 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Rep ara tur en @  0\m od_ 122 362 433 651 1_9. doc @  29 78 @  
Reper atu ren  

1.3 修理 
Pos: 2.1 2 /0 0003  Stan dar d Kapit el/Gen eral  Mo dul Re par atu ren @ 0\ mod _12 287 2295 453 5_9 .doc @ 40 79 @   
 

本取扱説明書には、修理情報は含まれていません。ご自身の安全のため、修理は

必ず株式会社レッチェ、またはレッチェ指定の修理業者にお任せ下さい。 
 

修理の場合には、以下にご連絡下さい。 

株式会社レッチェ 

ご購入の販売店 

Retsch  GmbH に直接連絡 

 

お客様の保守サービスアドレス： 

   

   

   

   

   

   
 
Pos: 3.1 /00 020 BDA Softw are /20 005 P MGC Kapi telsa mmlu ng/ - - - - Seit enu mb ruch - -  - - @ 0 \mo d_1 208 8576 884 13_ 0.do c @ 3 37 @   
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Pos: 3.2 /00 10 BDA Softwa re/Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Bes tätig ung (F or mular  für  de n Betr eibe r) @  0\ mod_ 120 887 084 109 5_9. doc @  43 0 @ 1  
Bestätigu ng  

2 確認書 
Pos: 3.3 /00 003 St and ard Ka pitel/ Gene ral Mod ul Bestä tigun g @ 0\m od_ 1228 722 962 707 _9.d oc @ 411 4 @   

 

本取扱説明書には、粉砕機の操作と保守に関して厳守すべき基本的な注意事項が

記載されています。操作者はもちろんのこと、適格な操作責任者が、粉砕機の使

用を開始する前に必ず本書の説明を読んでください。本取扱説明書は、使用現場

に常備し、いつでも閲覧可能となるように保管します。 

粉砕機の使用者は、システムの操作と保守に関する十分な指導を受けたことをこ

こに証し、操作責任者（所有者）に確認します。使用者は、渡された本取扱説明

書を熟読し、粉砕機を安全に操作するために必要な情報をすべて取得し、粉砕機

に関する十分な知識を習得しました。 

 

所有者または操作責任者は、念のために、粉砕機の操作に関する指導を受けたこ

とを従業員に確認させてください。 

 
 

 本取扱説明書の全章ならびに全ての安全注意項目と警告を読み、    

確認しました。 

 

 使用者  

   

 氏名  

   

 役職  

   

 署名  

   

 管理責任者または操作責任者  

   

 氏名  

   

 役職  

   

 日付、署名  

   

 
Pos: 3.4 /00 020 BDA Softw are /20 005 P MGC Kapi telsa mmlu ng/ - - - - Seit enu mb ruch - -  - - @ 0 \mo d_1 208 8576 884 13_ 0.do c @ 3 37 @   
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Pos: 4.1 /00 005 Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Ve rpac kun g, T rans por t un d Aufst ellun g @ 0 \mo d_1 226 4944 518 93_ 9.do c @ 3 380  @ 1  
 

3 輸送、配送内容、設置 
Pos: 4.2 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Verp ackun g @ 0\m od_1 226 495 088 973 _9.d oc @ 339 2 @   
 

3.1 梱包 
Pos: 4.3 /00 003 St and ard Ka pitel/ Gene ral Mod ul Ver packu ng @  0\m od_ 122 898 461 835 5_9. doc @  48 92 @  
 
 

通常想定される輸送に適した梱包です。 
Pos: 4.4 /00 004 W arn hinweise /Ge ner al HINWEIS Aufbew ah rung  de r Ver packu ng @  0\m od_ 122 891 888 159 5_9. doc @  47 53 @  
 
 

 

注記 

梱包材の保管 

– 修理などで返送する際の不適切な梱包による機器の損傷については、  

責任を負いかねます。 

• 機械の包装材は、保証期間終了まで保管してください。 
 

 
Pos: 4.5 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Tr ansp ort @ 0\ mod _12 264 951 643 91_ 9.doc  @ 3 398 @   
 

3.2 輸送 
Pos: 4.6 /00 004 W arn hinweise /Ge ner al HINWEIS T rans port  @ 0\ mo d_12 289 188 830 19_ 9.doc  @ 4 802 @  
 
 

 

注記 

輸送 
– 電気的・機械的な損傷の原因になることがあります。 

• 機器を乱暴に取り扱って衝撃や振動を加えないでください。 
 

 
Pos: 4.7 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Te mpe rat ursc hwank unge n @ 0\m od_ 122 6495 190 738 _9.d oc @ 340 4 @   

3.3 温度変化・結露 
Pos: 4.8 /00 004 W arn hinweise /Ge ner al HINWEIS Te mp erat ursc hwank ung en @ 0\m od_ 123 356 4121 287 _9. doc @ 557 0 @  
 
 

 

注記 

温度変化 

機器は航空輸送などで、急激な温度変化によるにさらされることがあります。 
– 結露により、電気的な損傷の原因になることがあります。 

• 機器を結露から保護すること。 
 

 
Pos: 4.9 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Beding ung en f ür den Au fstello rt @ 0\m od_ 122 6497 029 322 _9.d oc @ 342 8 @  
 
 

3.4 設置場所の条件 
Pos: 4.1 0 /0 0003  Stan dar d Kapit el/Gen eral  Mo dul U mgeb ung stem per atu r 5°C -  40°C @ 0\m od_ 122 8918 538 881 _9.d oc @ 474 5 @  
Pos: 4.1 1 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral HINWEIS Um geb ungs tem per atu r 5°C bis 40°C @ 0 \mo d_1 228 918 883 441_ 9.d oc @ 4 816  @  
 
 

 

注記 

気温   

– 電気的・機械的損傷の原因となることがあります。 

• 許容気温範囲を越えないこと（気温：5°C～40°C）。 
 

 
Pos: 4.1 2 /0 0003  Stan dar d Kapit el/Gen eral  Mo dul L uftfe uchti gkeit @  0\ mod _122 891 853 869 3_9. doc @ 47 38 @   
 

湿度: : 

気温 31°C での相対湿度が 80%と、40°C で相対湿度が 50%を結んだ直線よりも下

方です。 
Pos: 4.1 3 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral HINWEIS L uftfe uchtig keit  @  0\ mod _122 891 888 262 8_9. doc @ 47 88 @  
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注記 

湿度 

– 電気的・機械的損傷の原因となることがあります。 

• 許容湿度範囲を越えないこと 。 
 

 
Pos: 4.1 4 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 T rans por tsiche run g en tfe rnen  @ 0\ mo d_1 2275 309 216 18_ 9.doc  @ 3 980 @ 2  
 
 

3.5 輸送用保護具の取り外し 
Pos: 4.1 5 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ 001 20 Kapi telsa mmlu ng G M3 00/0 004 GM3 00  Tr ansp ort und A ufstelle n/G M30 0 M odul Pa ppkr euz entf ern en @ 2\m od_ 126 149 2523 502 _9. doc @ 181 30 @    

輸送中の振動から保護するために、回転刃は十字型のボール紙で固定されていま

す。試料容器からそのボール紙を取り除きます。 
Pos: 4.1 6 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Aufst ellen des G erä tes @  0\m od_ 122 649 884 9756 _9. doc @  346 4 @  
 
 

3.6 設置 
Pos: 4.1 7 /0 0003  Stan dar d Kapit el/Gen eral  Mo dul Aufs tellun gshö he @  0\ mod_ 122 891 853 834 9_9. doc @  47 24 @  
 
 

標高:海抜 2000m まで 
Pos: 4.1 8 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral HINWEIS Aufst ellun g Z ugan g G erät esteck dose  @ 0\ mo d_1 2338 369 609 83_ 9.doc  @ 5 820 @  
 

 

注記 

設置 
– いつでも機械の主電源を切れるようにします。 

• 電源ケーブルの差し込み口に容易に手が届くように、設置してください 
 

 
Pos: 4.1 9 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Elektris che r Anschl uss @ 0\m od_1 226 565 067 445 _9.d oc @ 350 0 @  
 

3.7 電源接続 
Pos: 4.2 0 /0 0003  Stan dar d Kapit el/Gen eral  Mo dul Elekt rische r Ansc hluss @  0\m od_ 122 891 853 852 1_9. doc @  47 31 @   
 

機器に必要とされる電圧と周波数は、銘板に記載されています。 

• 供給電源が機械の指定電源に適合するかを確認します。 

• 同梱のケーブルで機器を電源に接続します。 

 

 注意 

分電盤のブレーカ仕様は、設置場所の条件によること 
Pos: 4.2 1 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 F erri tblock @ 2\ mod _12 614 938 6050 2_9 .doc @ 18 151  @ 2  
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Pos: 5.2 /00 005 Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Tec hnisch e Dat en @ 0\m od_ 122 2344 525 522 _9.d oc @ 240 7 @  
 

4 テクニカルデータ  
Pos: 5.3 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Einsatz der Masc hine bei bestim mu ngsg emä ße r Verw end ung @ 0\ mod _12 2647 673 224 8_9. doc @ 32 43 @  2  
 

4.1 機器本来の目的と使用 
Pos: 5.4 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 3 GM 300  Te chnisc he Da ten/ 030 11 G M30 0 M odul Zielg rup pe Maschi nen typ @ 1\m od_ 124 047 3744 339 _9. doc @ 839 2 @  
 

対象者:操作者 

機種: GM 300 
 
 

グラインドミックス GM300 は、軟質から中硬質の試料、水分や脂肪分を多く含む

試料、繊維質の試料、乾燥した試料を数秒で粉砕し、均質化と混合を行う理化学

用機器です。 

最大 4.5 リットルの試料を迅速に粉砕し、高い再現性を実現します。 

グラインドミックス GM300 の 1 回の処理量は 1000～4500ml です。      

試料投入サイズ： < 130 mm 

特に、以下の試料の粉砕に適しています。 

魚、肉、野菜、チーズ、飼料ペレット、種子、ベーコン、ソーセージ、乾燥ベー

カリー製品、パスタ、水分・脂肪・繊維を多く含む材料、その他類似の材料 

グラインドミックス GM 300 は理化学分析用の高度な仕様の粉砕機で、市販の家

庭用ミキサーにはない優れた性能をもっています。 
 

詳細は、当社までお問い合わせください。 

− 迅速で試料に優しい粉砕とホモジナイジング 

− 回転数は 500 ～ 4,000 rpm で選択可能 

− 1.1 KW の強力な産業用モータを搭載  

− 試料と接触する部品は、オートクレーブ可能 

− 粉砕セットの着脱が容易で、清掃が簡単  

− インターバル機能と反転機能付き  

− 予備粉砕モードと微粉砕モード  

− デジタル式で粉砕条件設定・表示  

− 粉砕条件を 10 件まで登録可能  
Pos: 5.6 /00 004 W arn hinweise /Ge ner al HINWEIS Einsatz ber eich d es Ge rät es 8 St ündi ger @ 1\ mod _12 362 4021 909 6_9 .doc @ 76 93 @   
 

 

注記 

機械の用途 

– 本機は理化学用に設計されており、8 時間作業では 30%の稼働率で運転で

きます。 

• 本機は生産に使用したり、長時間で連続使用してはいけません。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Pos: 5.7 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Schutz einric htun gen  @ 0\ mo d_12 264 863 161 30_ 9.doc  @ 3 304 @  
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4.2 安全装置 
Pos: 5.8 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 3 GM 300  Te chnisc he Da ten/ 030 2 GM 300  Mo dul Sch utzein richt ung @ 1\ mod _12 4047 374 455 7_9. doc @ 84 00 @   
 

グラインドミックス GM300 は、粉砕中に手が入らないように電磁式のインター 

ロック装置が装備されています。 

蓋保持フラップを完全に閉じないと、始動できません。また、モータが完全に停

止した状態でのみ、フラップを開けることができます。 

粉砕プロセスを開始する前に、試料容器とフラップが所定の位置にあることを安

全装置が確認します。 

作動中は、実際の回転数が表示されます。                 

設定回転数と実測値が 15％以上違うと、本機は自動停止します。 
Pos: 5.9 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Emmisio nen   @ 0 \mo d_1 226 487 0950 21_ 9.d oc @ 3 310  @   
 

4.3 騒音 
Pos: 5.1 0 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral WARNUNG G ehö rscha den  @ 1\ mo d_12 481 815 197 95_ 9.doc  @ 1 173 1 @  
 

 

 注意  

聴覚障害の危険 
 
試料の種類、使用される回転刃、設定回転数、粉砕時間によって

は、高レベルの騒音が発生することがあります。 

-  長い間、高レベルの騒音にさらされると、一時的または継

続的に難聴になる恐れがあります。 

• 適切な防音対策を施すか、聴覚保護具を装着すること。 
 

  
Pos: 5.1 1 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral VORSICHT  Übe rhö ren von akustisc hen Sig nale nLa ute Mahl ger äusch e @ 1\m od_1 248 185 838 858 _9.d oc @ 117 40 @  
 

 

 注意  

警告音の聞き落とし 
大きな粉砕音 
– 警告音や話し声がよく聞き取れないことがあります。 

• 粉砕音の音量を考慮し、現場の作業環境に応じて音響信号を設定します。

必要に応じて、視覚信号を補助的にお使いください。 
  

Pos: 5.1 2 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 03 G M30 0 M odul E mmisio nen @ 1\ mod _12 404 737 447 60_9 .doc @ 8 408 @  
 

騒音特性: 

DIN 45635-031-01-KL3 に準拠する騒音測定 

騒音特性は、粉砕する試料の特性によっても異なります。 

例 1: 

音響出力レベル LWA = 79.2 dB (A) 

作業場所関連の等価騒音レベル LpAeq = 66.9 dB (A) 

作動条件: 

容器      = 標準蓋を装着したポリカーボネート製容器 

粉砕手段  = ステンレス製回転刃 

投入試料        = バナナ 

投入量  = 1230g 

回転数  = 2000rpm 
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Pos: 5.1 3 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Schut zart  @ 0\ mo d_12 264 918 391 64_ 9.doc  @ 3 328 @  
 
 

4.4 保護等級 
Pos: 5.1 4 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 04 G M30 0 M odul Sc hutza rt @  1\m od_ 124 047 374 496 3_9. doc @  84 16 @   

粉砕室とキーパッド  IP45 

吸気孔   IP20  
Pos: 5.1 5 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Antri eb @  1\ mod_ 124 047 574 301 1_9. doc @  85 57 @ 2  
 

4.5 駆動出力 
Pos: 5.1 6 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 041 GM3 00 Ant rieb  @ 1\ mo d_12 404 756 746 05_ 9.doc  @ 8 550 @   

三相非同期モータ  周波数コンバータ付 
Pos: 5.1 7 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Nen nleistu ng @ 0\ mod _12 2649 187 316 4_9. doc @ 33 34 @    
 

4.6 定格出力 
Pos: 5.1 8 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 05 G M30 0 M odul N ennl eistun g @ 1\mo d_1 240 473 745 182 _9.d oc @ 842 4 @  
 

連続使用定格 1.5 KW、ピーク時 3 kW  
Pos: 5.1 9 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Nen nspa nnu nge n @ 1\m od_1 240 476 024 494 _9.d oc @ 857 1 @ 2  
 

4.7 使用電源 
Pos: 5.2 0 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 051 GM3 00 Mod ul Nen nspa nnu nge n @ 1 \mo d_1 240 475 8105 89_ 9.d oc @ 8 564  @  
 

単相 200 V  50/60Hz（共用） 
Pos: 5.2 1 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Dr ehza hl @ 1 \mo d_1 240 4761 893 83_ 9.do c @ 8 585 @ 2  
 

4.8 回転数  
Pos: 5.2 2 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 052 GM3 00 D rehz ahl @ 1\m od_ 124 0476 077 962 _9.d oc @ 857 8 @  
 

回転刃の速度は、500～4000 rpm の範囲で 100 rpm 単位の設定が可能です。. 
Pos: 5.2 3 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Abm essu ngen  un d Gewic ht @ 0\m od_ 1226 492 212 173 _9.d oc @ 335 2 @  
 
 

4.9 寸法と重量 
Pos: 5.2 4 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 06 G M30 0 M odul Ab mess ung en u nd Gewicht @ 1\ mod _12 404 737 453 85_9 .doc  @ 8 432 @ 33 3  
 

4.9.1 寸法(フラップ閉め時)  

高さ : 340 mm  

幅  : 440 mm  

奥行き: 440 mm 

4.9.2 寸法(フラップ開け時)  

高さ : 700 mm  

幅  : 440 mm 

奥行き: 430 mm  

4.9.3 重量 

約 30 kg 
Pos: 5.2 5 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Erfo rde rliche  Stand fläch e @ 0 \mo d_1 226 492 6784 14_ 9.d oc @ 3 364  @  
 

4.10 設置面積 
Pos: 5.2 6 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 03 G M30 0 T echnis che D aten /03 07 G M30 0 M odul E rfor derlic he Sta ndflä che @ 1\ mod _12 4047 374 560 4_9. doc @ 84 40 @   
 

440 mm x 440 mm  
Pos: 6.1 /00 010 Be dien ungs anleit ung en/- -- --- - Seite num bru ch - -- --- -- --- @ 0\ mod _12 223 443 737 58_0 .doc  @ 2 386 @  
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Pos: 6.2 /00 005 Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Be dien ung des G erä tes @  0\ mod_ 122 656 588 021 1_9. doc @  35 19 @  
 
 

5 機械の操作 
Pos: 6.3 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Gra fische A nsichte n d es Ge rät es @ 0 \mo d_1 228 990 581 782_ 9.d oc @ 4966  @ 2  
 

5.1 装置の外観 
Pos: 6.4 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 5 GM 300  Bedie nun g/05 00 G M30 0 M odul Gra fische An sichte n de s Ge räte s @ 1 \mo d_1 241 5941 780 65_ 9.do c @ 9 345  @  
0 

 

 
図 2: 背面図 
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図 1: 正面図 
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図 3: 容器装着部の詳細 

 

 
図 4: 試料容器と回転刃の詳細図   
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Pos: 6.5 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Gra fische A nsichte n d er Be dienel eme nte und der  Anzeig e @ 0\mo d_1 226 566 362 336 _9.d oc @ 353 7 @ 2   

5.2 操作部と表示部 
Pos: 6.6 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 5 GM 300  Bedie nun g/05 00 G M30 0 M odul Gra fische An sicht des Bedi enel eme ntes @ 1\ mod _12 415 941 7848 7_9 .doc @ 93 53 @   
 

 
 

図 5: 操作パネルの外観  
Pos: 6.7 /00 010 Be dien ungs anleit ung en/- -- --- - Seite num bru ch - -- --- -- --- @ 0\ mod _12 223 443 737 58_0 .doc  @ 2 386 @  
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Pos: 6.8 /00 005 Ü bers chrift en/ 1.1 Ü bersc hrift en/1 .1 Üb ersc hrift en BDA/11  Übe rsichtst abelle  de r Ge rät eteile @ 0\ mod _12 2899 061 684 6_9. doc @ 49 72 @   
 

5.3 各部の概要 
Pos: 6.9 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 5 GM 300  Bedie nun g/05 00 G M30 0 M odul Ü ber sichtst abelle  Ger ätet eile @ 1\m od_ 124 159 4178 909 _9. doc @ 936 1 @  
 

記号 名 称  機 能 

A 蓋 粉砕室を閉じる。 

B 蓋保持フラップ 粉砕室に誤って手が入らないようにする。 

C 試料容器 粉砕する試料を収納する。 

D 回転刃 試料を切断する。 

E 試料容器ホルダー ここに試料容器を載せる。 

F ディスプレイ 設定や操作状態の表示 

G 設定ダイヤル 条件登録に使う。 

H Start ボタン 粉砕プロセスをスタートする。 

I Stop ボタン 粉砕プロセスを停止する。 

J フラップ開放ボタン フラップのロックを解除する。 

K RS485 端子 使用しない。 

L RS232 端子 ソフトウェア改訂用 

M 主電源スイッチ ミルの電源を切る。 

N 空冷ファン 機器内部を空冷する。 

O IEC C14 コンセント 主電源用 

P インターロックピン 電気機械式ロック機構 

Q インターロック 電気機械式ロック機構 

R コーン 回転刃ベアリングを閉じる。 

S ベアリング・フランジ 回転刃のシャフトを支持する。 

T マグネットカバー 内蔵の安全マグネットで回転刃を駆動軸に   

固定する。 

U シールリング  

V V-リング シール  

W カップリング  

X センターリング  

 
Pos: 6.1 0 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ --- -- -- Seit enu mbr uch -- --- --- -- - @ 0 \mo d_1 222 344 373 758_ 0.d oc @ 2386  @  
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Pos: 6.1 1 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Ein- / Aussch alten  @ 0\ mo d_12 294 165 274 96_ 9.doc  @ 5 058 @  
 

5.4 スイッチ入/切 
Pos: 6.1 2 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/G M30 0 M odul Ein und  Aussch alten @ 1\ mod _12 415 916 0620 8_9 .doc @ 92 47 @  
 

• 機械の裏面にある電源スイッチ(M)を押して、電源を入れます。 

GM300 に初めて電源を入れると、言語選択メニューが表示されます。 

設定ダイヤル(G)を回して、言語を選択します。設定ダイヤルを押して、言語を選

択します。ディスプレイには、「フタヲアケル」(Open Lid)と表されます。 
Pos: 6.1 3 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Öff nen und  schlie ßen  des Ger ätes @ 1\ mod _12 415 105 4413 3_9 .doc @ 88 26 @  2  
 

5.5 蓋保持フラップの開閉 
Pos: 6.1 4 /0 0005  Übe rsch riften /1.1 .1 Üb ersc hrifte n/1 11 Klap pe ö ffne n @ 1\m od_1 241 616 425 534 _9.d oc @ 948 5 @ 3  
 
Pos: 6.1 5 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/G M30 0 M odul Kla ppe öffn en @  1\m od_ 124 159 160 808 5_9. doc @  92 63 @  
 

• ボタン (J)を押します   

電磁式インターロックが解除され、フラップを開けることができます。これで、

試料容器を着脱できます。 

注記 

粉砕プロセスを中断したり終了したりする都度、フラップを開ける必要があり 

ます。  
Pos: 6.1 6 /0 0005  Übe rsch riften /1.1 .1 Üb ersc hrifte n/1 11 Klap pe sc hließ en @  1\m od_ 124 161 649 400 1_9. doc @  94 92 @ 3  
 Pos: 6.1 7 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/G M30 0 M odul Kla ppe schlie ßen @ 1\ mod _12 416 160 9396 1_9 .doc @ 94 78 @   
 

GM300 が電源に接続され、機械裏面の電源スイッチが入っている場合にのみ、 

フラップを閉じることができます。 

• 蓋保持フラップ (B)を閉じ、インターロックが掛かるまで押し下げます。 

フラップが閉じられていることをセンサが感知すると、インターロックにスイッ

チが入ります。 
Pos: 6.1 8 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Han dha bun g de s Me ssers  @ 1\ mo d_1 2537 778 259 62_ 9.doc  @ 1 451 0 @ 2  
 

5.6 回転刃の取り扱い  
Pos: 6.1 9 /0 0004  War nhinweis e/G M30 0 VORSICHT Sc hnittv erletz ung  Schar fe Messe rkling en @ 1\m od_ 124 818 041 3445 _9. doc @  116 99 @   
 

 

 注意  

切り傷 
鋭利な刃面 
– 回転刃は非常に鋭利なため、切り傷を負うことがあります。 

• 必ず回転刃中心部の凹んだ側面 (グリップ面)を持ってください。 

• 回転刃が試料に沈んで見えない場合は、容器内に手を入れないでくださ

い。  

• 試料容器を本体から取り外すまで、容器内に決して手を入れないでくださ

い。 

• 回転刃を取り外す前に、グリップ面に付着した試料を除去します。スクレ

ーパでそぎ落とすか、振り落とすかしてください。 
  

Pos: 6.2 0 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 511 GM3 00 Mod ul M esser  vor Ma hlgut einse tzten  @ 2\ mo d_12 641 684 246 57_ 9.doc  @ 1 871 4 @  

注記 

回転刃は、容器に試料を入れる前に装着してください。試料を入れてから装着す

ると、回転刃の軸に試料が入り込んでしまいます。 
Pos: 6.2 1 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 500 GM3 00 Messe r ei nsetz en @ 1\m od_ 125 015 0184 668 _9. doc @ 138 60 @   
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図 6: 刃固定部のグリップ面 

 
図 7: 回転刃の取り外し –  試料に沈んで回転刃が見えない場合 

 

回転刃は必ず試料容器に試料を投入する前に取り付けてください。回転刃をシャ

フトの上に取り付けると、磁力で所定の位置に保持されます。マグネットカバー 
(T)は、外して清掃することができます。  

注記 

回転刃を取り付ける前に、マグネットカバーやシールリング(U)に汚れがないこと

を確かめます。  

V-リングシール(V)のシールカバー(DL) は、装着した状態では、下向きになります 
(回転刃の組み立て図を参照)。 

注記 

• 粉砕が終わったら、回転刃を取り出してください。 

• 回転刃を試料の中に入れたままにしないでください。 

• 粉砕が終わったら、回転刃は洗浄して乾燥させてください。 

 注意 

回転刃が変形して容器に接触するようになってしまったら、即座に交換してくだ

さい。 
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図 8: 回転刃の組み立て 

 
図 9: 回転刃の組み立て、試料容器の準備、回転刃の装着 

Pos: 6.2 2 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M ahlbe che r eins etze n @ 0 \mo d_1 226 569 8444 14_ 9.d oc @ 3 555  @  
 
 

5.7 回転刃の試料容器への装着 
Pos: 6.2 3 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 509 GM3 00 Mod ul T rocke neis Ve rm ahlun g @ 2\m od_1 264 156 627 240 _9.d oc @ 186 90 @  
 

 

 注意 
ドライアイスを使って粉砕する場合、ドライアイスの量と気化して発生するガス

の量を考慮してください。  

ガスの発生によって、蓋が押し上げられる作用があります。 
Pos: 6.2 4 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral VORSICHT  Verb rüh ung en Ve rbr enn ung en -  Heiß er Mahl bech er @  2\m od_ 126 804 273 390 9_9. doc @  18 937 @  
 

 

 注意  

火傷 

容器が熱を帯びる 

– 粉砕条件や試料によっては、容器が熱を帯びることがあります。  

• 容器が熱を帯びる場合は、容器に触る際に適切な保護具をつけて    

ください。 
  

Pos: 6.2 5 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 500 GM3 00 Mod ul Deck el eins etzen  un d Befülle n @ 1\m od_1 250 150 673 301 _9.d oc @ 138 68 @  
 

1.  回転刃を組み立てます。 

2.    かに目スパナ(SL) を使って、ドーム型の回転刃受台を試料容器に取り付け 

ます (下図を参照)。 

 

 

1. 3. 2. 

V 

DL 

T 

U 
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注記 

容器を機器に装着する前に、コーン(R)とベアリング・フランジ(S)が正しく装着さ

れていることを確認してください。必要なら、カニ目スパナ(SL)を使って締めつ

け直してください。 

 
図 10: カニ目スパナで回転刃受台を取り外す 

 

 

3.    回転刃を受台に取り付け、回転刃を所定の位置にロックします。 

4.    試料を試料容器に入れます。試料の種類にもよりますが、容器の縁から    
2cm の位置が最大充填面位です。  

 注意 
試料によっては回転刃が磨耗したり、損傷したり、また容器が損傷すること

があります。 

回転刃の研ぎ直しはできません。 

 注意 
乾燥した試料を粉砕する場合、ステンレス製の容器を使います。乾燥した 

試料を粉砕すると容器が熱を帯び、ポリカーボネート製の容器を傷めます。  

5.    試料の種類に応じて 1 個または 2 個の O-リングを装着して、試料容器の蓋を

閉じます。 

6.    回転刃、試料、および蓋を装着した試料容器を本体に取り付けます 

7.    フラップを前に倒して閉じます。 

8.   容器の底が、受台の凹凸にきちんと嵌め合わされていることを確認します。 

注記 

容器を太陽光や紫外線に長時間さらさないようにしてください。       

ポリカーボネート製の容器は劣化します。 

SL 
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図 11: 試料容器を装着し、フラップを閉じる  

Pos: 6.2 6 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 510 GM3 00 Mod ul Pro ben Mat erial und Mahl bech erty p @ 2\mo d_1 264 167 229 029 _9.d oc @ 187 00 @ 3  

5.7.1 容器の材質による使い分け  

ポリカーボネート製の容器は、乾燥した、タフな、または繊維質の試料にはあま

り適しません。ステンレス製の容器を推奨します。 
Pos: 6.2 7 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M ahlbe che rdeck el Dicht ring e @ 2 \mo d_1 261 4935 402 52_ 9.do c @ 1 813 7 @ 2  
 

5.8 試料容器の蓋のシールリング   
Pos: 6.2 8 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 504 GM3 00 Mod ul M ahlbec her deck el Dichtu ngs ringe  @ 2\ mo d_1 2614 936 120 33_ 9.doc  @ 1 814 4 @  

蓋には標準でシールリングが１個、上の溝に付属しています。 
埃っぽい試料や水分の非常に多い試料を粉砕する場合、O-リング 2 個を試料容器

の蓋に装着するとよいでしょう。試料が漏れるのを防げます。 

 

 
図  12: シールリングを 2 個装着 

注記 

液状の試料は、低速でスタートしてから徐々に回転数を上げていきます。最高回

転数は、 2,500rpm に制限してください。 
Pos: 6.2 9 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M ahlvo rga ng st arte n @ 0\m od_ 1227 185 008 190 _9.d oc @ 386 1 @  
 
 

4. 6. 5. 
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5.9 粉砕プロセスの開始 
Pos: 6.3 0 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 500 GM3 00 Mod ul M ahlvo rgan g st arte n @ 1\mo d_1 241 594 180 190 _9.d oc @ 938 5 @  
 

• 希望する粉砕条件を設定します。 

• 回転刃、試料、および蓋を装着した試料容器を本体に取り付けます。 

• フラップを閉じて、電磁式インターロックの作動を確認します。 

• START ボタン(H)を押します。 
Pos: 6.3 1 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M ahlvo rga ng u nte rbr eche n un d weit erfü hre n @ 1\m od_ 1241 510 629 134 _9.d oc @ 883 3 @ 2  
 

5.10 粉砕プロセスの中断  
Pos: 6.3 2 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 500 GM3 00 Mod ul M ahlvo rgan g u nter bre chen  un d weite rfü hre n @ 1\mo d_1 241 611 094 812 _9.d oc @ 940 8 @  
 

• STOP ボタン(I) を押します。 

粉砕プロセスが中断します。 
Pos: 6.3 3 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M ahlvo rga ng st opp en @ 0\m od_ 122 690 9892 231 _9. doc @ 364 3 @  
 
 

5.11 粉砕プロセスの停止 
Pos: 6.3 4 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 500 GM3 00 Mod ul M ahlvo rgan g st oppe n @ 1\m od_ 1241 611 095 250 _9.d oc @ 941 6 @  
 

粉砕プロセスの中断(一時停止) 

• STOP ボタン(I) を一回押します。 
粉砕プロセスが中断します。 

粉砕プロセスの停止(終了) 

• STOP ボタン(I) を二回押します。 
粉砕プロセスが停止します (終了)。 
粉砕条件は、前回した設定値または登録値にリセットされます。 

Pos: 6.3 5 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M enüst rukt ur @ 1\ mod _12 3969 985 852 4_9. doc @ 81 20 @  2  
 

5.12 粉砕条件の設定 
Pos: 6.3 6 /0 0003  Stan dar d Kapit el/Gen eral  Mo dul Displ ayein heit - Bedie nun g des  Ge rätes  @ 1\ mo d_1 2366 819 504 83_ 9.do c @ 7 908 @ 3  
 

本製品の操作指示メッセージは、使いやすさを考えて新設計されています。ワン

タッチ操作で、すべての関連データをディスプレイに呼び出し、入力することが

できます。メニュー表示は、多言語に対応しています。 

5.12.1 ディスプレイのメニューによる設定 

ディスプレイのメニューを使った設定について説明します。詳細については、 

メニュー構造図の章を併せてご参照ください。 
設定ダイヤルは、以下のように操作します。 

回転機能 I) 

• 設定ダイヤルを回すことにより、メニュー項目の間を移動できます。選択

されたメニュー項目は、白黒反転の選択バーで表示されます。 

回転機能 II) 

• 設定ダイヤルを回すことにより、メニュー項目の数字や選択事項を変更す

ることができます。 

押しボタン機能 I) 

• 設定ダイヤルを押すと、選択されたメニュー項目が開かれます。 

押しボタン機能 II) 

• 設定ダイヤルを押すと、設定が確定されます。 

押しボタン機能 III) 

• 設定ダイヤルを押し続けると、基本画面(レベル 1)に戻ります。 
Pos: 6.3 7 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 503 GM3 00 Mod ul Symb ole in der  Display einhei t @ 1 \mo d_1 250 584 9962 52_ 9.d oc @ 1 392 0 @  
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回転方向 (峰による衝撃粉砕)  

 
回転方向 (刃による切断粉砕) 

 
警告音 オン 

 
警告音 オフ 

 
保守サービスが必要 

  

5.13 メニュー画面の構成 
Pos: 6.3 8 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 500 GM3 00 Mod ul M enüst rukt ur @  1\ mod_ 124 160 961 889 1_9. doc @  94 00 @   

 1st level  2nd level 3rd level 4th level 5th level 6th level 
1 マニュアルモード      
 レンゾク  01-10 (ダイヤルを左に回す。)     
 プログラム 01-10 (ダイヤルを右に回す。)     
2 フンサイジカン フンサイジカン  [分:秒]     
3 スピード 500 ～  4000 rpm     
4 カイテンホウコウ ＝＞ / ＜＝     
5 インターバル [分:秒] 

ローテーション・リバー

ス  

ハイ / イイエ 

キュウシジカン [分:秒] 

モドル 

    

6 プログラムモード パラメータ・ヒキツギ 

プログラム・ヘンコウ 

プログラム・ショウキョ 

モドル 

    

7 メニュー セッテイ >     ジドウオープンソウチ オン / オフ   
    START  

STOP  
  

    モドル   
   アラーム オン / オフ   
   メンテナンス メンテナンス ヘルプ 取扱説明書を参照  

    メンテナンス  

インターバル > 
ノコリジカン  [時間] 

セッテイジカン [時間] 

セッテイ 

モドル 

 

     モドル  
    ルイセキカドウジカン  ルイセキカドウジカン 

[時間] 
 

    キドウソフト キドウソフト 

Version 1.xx 
コウシン 

ハイ / キャンセル 

コウシンシマスカ？ 

ハイ / キャンセル 

    モドル   
   モドル    
  ヒョウジ コントラスト (調整する。)   
   アカルサ (調整する。)   
   コトバ (選択する。)   
   モドル    
  ヒニチ (設定する。)    
  ジコク (設定する。)    
  モドル     
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Pos: 6.3 9 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 M ahlda uer  einst ellen @ 0\ mod _12 269 084 5696 5_9 .doc @ 35 82 @   
 
 

5.14 粉砕時間の設定 
Pos: 6.4 0 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/G M30 0 M odul Mahl dau er ei nstelle n @ 1\m od_1 241 591 608 805 _9.d oc @ 927 9 @  
 

• メニュー画面から粉砕時間の項目までダイヤルを回します。  

選択した項目が反転します。 

• 1. ダイヤルを押して「粉砕時間の設定」を選択します。 

• ダイヤルを回して「分」を設定します。 

• 2. ダイヤルを押して「分」を決定します。  

• ダイヤルを回して「秒」を設定します。 

• 3. ダイヤルを押して「秒」を決定します。 

 
Pos: 6.4 1 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Dr ehza hl einst ellen @ 1\ mod _12 500 810 2266 5_9 .doc @ 13 816  @ 2  

5.15 回転数の設定  
Pos: 6.4 2 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/G M30 0 M odul D rehz ahl ei nstelle n @ 1\m od_1 241 591 609 212 _9.d oc @ 928 7 @  
 

• メニュー画面から回転数の項目までダイヤルを回します。 

選択した項目が反転します。 

• 1. ダイヤルを押して「回転数」を選択します。 

• ダイヤルを回して「回転数」を設定します。 

• 2. ダイヤルを押して「回転数」を決定します。 

注記 

液状の試料は、低速でスタートしてから徐々に回転数を上げていきます。         

最高回転数は、 2,500rpm に制限してください。 

また、密閉性を高めるため蓋の O-リングは 2 本付けてください。 

 

 

 

 
Pos: 6.4 3 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Dr ehric htun g eins tellen  @ 2\ mo d_12 639 138 677 42_ 9.doc  @ 1 864 0 @  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

図 13: 液状試料の回転数制限  
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5.16 回転方向の設定  
Pos: 6.4 4 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 507 GM3 00 Mod ul Dre hrich tun g eins tellen @ 2\ mod _12 639 937 469 33_9 .doc  @ 1 8670  @  

• メニュー画面から回転方向の項目までダイヤルを回します。  

選択した項目が反転します。 

• 1. ダイヤルを押して「回転方向」を選択します。 

• ダイヤルを回して「回転方向」を設定します。 

 
回転方向 (峰による衝撃粉砕) 

 
回転方向 (刃による切断粉砕) 

• 2. ダイヤルを押して「回転方向」を決定します。 

 
Pos: 6.4 5 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Int erv all einst ellen @ 2\ mod _12 6391 396 969 4_9. doc @ 18 647 @ 2  

5.17 インターバルの設定  
Pos: 6.4 6 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/0 508 GM3 00 Mod ul Int ervall einst ellen @  2\ mod_ 126 399 380 735 5_9. doc @  18 677 @  

• メニュー画面からインターバルの項目までダイヤルを回します。 

選択した項目が反転します。 

• 1. ダイヤルを押して「インターバルの設定」を選択します。 

• ダイヤルを回して「分」を設定します。 

• 2. ダイヤルを押して「分」を決定します。  

• ダイヤルを回して「秒」を設定します。 

• 3. ダイヤルを押して「秒」を決定します。 

• ダイヤルを回して、インターバル後の反転機能を ON にするか OFF にする

かを選択します。 

• 4./5. ダイヤルを 2 度押して休止時間を選択します。 

• ダイヤルを回して「分」を設定します。 

• 6. ダイヤルを押して「分」を決定します。 

• ダイヤルを回して「秒」を設定します。 

• 3. ダイヤルを押して「秒」を決定します。 
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5.18 メモリー登録 

5.18.1 プログラムのメモリー登録 

・トップメニューから「プログラムモード」を選択します。 

・「プログラム・ヘンコウ」を選択し、登録したい番号 01～10 の中から任意の番

号を選択します。 

・登録したい番号を選択し、粉砕条件(回転数、粉砕時間、インターバル、反転)を

設定します。 

・「パラメータヲ・ホゾンシマスカ？」を押して登録します。 

5.18.2 プログラムモードでの粉砕 

・トップメニューの「マニュアルモード」でダイヤルを右に回して「プログラム

モード 01～10」が表示されます。 

・事前に登録した番号を選択します。 

・START ボタンを押すと、登録された条件で粉砕が開始します。 

5.19 連続プログラムでの粉砕 

登録したプログラムを連続で組み合わせて粉砕することもできます。 

下表をご覧ください。 

プログラムの順番を入れ替えることはできません。 

・トップメニューの「マニュアルモード」でダイヤルを左に回して「レンゾク 

01～10」が表示されます。 

・任意の番号を選択します。 

・START ボタンを押すと、登録された条件で粉砕が開始します。 

 

P01 レンゾク  01 

 

P01 

P01+P02 レンゾク  02 P02 

P01+P02+P03 レンゾク 03 P03 

P01+P02+P03+P04 レンゾク  04 P04 

P01+P02+P03+P04+P05 レンゾク  05 P05 

P01+P02+P03+P04+P05+P06 レンゾク  06 P06 

P01+P02+P03+P04+P05+P06+P07 レンゾク  07 P07 

P01+P02+P03+P04+P05+P06+P07+P08 レンゾク  08 P08 

P01+P02+P03+P04+P05+P06+P07+P08+P09 レンゾク  09 P09 

P01+P02+P03+P04+P05+P06+P07+P08+P09+P10 レンゾク  10 P10 

 

 

 

 
Pos: 6.4 7 /0 0005  Übe rsch riften /1.1  Übe rschrif ten/ 1.1 Ü bers chrif ten BDA/1 1 Not entri egel ung @ 1\ mod _12 415 115 2259 7_9 .doc @ 89 19 @  2  
 

レンゾク プログラム 
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5.20 インターロックの非常解除 
Pos: 6.4 8 /0 0004  War nhinweis e/G ene ral VORSICHT  Note ntri egelu ng @  1\ mod_ 124 161 202 548 9_9. doc @  94 71 @  
 

 

 注意  

インターロックの非常解除 
モータが停止しない 
– モータにブレーキが掛からず、関連部品の惰性運転が長引く場合、負傷の

危険があります。 

• インターロックの非常解除に際しては、必ず電源を切り、機械が完全に 

停止していることを確かめてください。 
 

 
Pos: 6.4 9 /0 001 Be dien ungs anleit ung en/0 012 0 Kapit elsam mlun g G M30 0/00 05 G M30 0 Bedi enu ng/G M30 0 M odul N oten trie gelun g @ 1\m od_1 241 592 389 379 _9.d oc @ 932 3 @  
 

 
図 14: 機器背面  

 
図 15: インターロックの非常解除 

停電時でも GM300 を手動で開けることができます。 

• ハウジング横のプラグ(NE)をマイナスドライバで取り外します。 

• (I.) 六角レンチを孔に差し込みます  

差し込んだレンチを更に強く押し込みます。  

• (II.) レンチを押し込みながら、停止位置まで右に回します。 

これで、フラップを開けることができます。 

• プラグを側面の孔に戻します。 
Pos: 7.1 /00 005 Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Ar beitsw eise @ 0\m od_ 122 691 0058 402 _9. doc @ 366 1 @  
 
 

NE 

NE 

 



 

30 

6 作業上の注意事項 
Pos: 7.2 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 6 GM 300  Arbeit sweise/ GM3 00 Mod ul Arbei tsweise @ 1\ mod _12 416 115 865 18_9 .doc @ 9 464 @  
 

試料容器の底に装着される 4 枚の刃が回転して粉砕します。         

回転方向により、刃の峰による予備粉砕と鋭利な刃面による微粉砕の二通りにを

使い分けられます。 

回転刃は、定格出力 1500W、ピーク時出力 3000 W の産業用モータによって駆動

されます。回転数を 500～4000rpm で自由に設定でき、粉砕時にも設定値に電子

制御されるので、高い再現性が保証されます。 

 
Pos: 8.1 /00 005 Ü bers chrift en/ 1. Üb ersch rifte n/1 Fehl er meldu nge n @ 2\mo d_1 259 056 589 728 _9.d oc @ 175 80 @ 1  

7 エラーメッセージ   
Pos: 8.2 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 7 GM 300  Sicher heitsf unktio nen  un d F ehler anz eige/ 0701  GM 300 Mo dul Fehle rm eldun gen  @ 2\ mod _12 626 972 025 52_ 9.doc  @ 1 818 0 @  
 

F01 過負荷  

F03 インターロックの故障 保守サービスが必要 

F04 蓋が開いた状態／閉じた状態のまま。も

しくは、インターロックの故障 

保守サービスが必要 

F07 モータ制御系統の故障 保守サービスが必要 

F08 粉砕時間を入力してください。  

F09 空冷ファンが作動していない。 保守サービスが必要 

F14 回転数センサの故障 保守サービスが必要 

F15 周波数コンバータの安全回路の故障 保守サービスが必要 

F16 
モータの過熱。始動できません。 

モータの温度が下がるまで 

待つ。 

F17 
モータ過熱のためスイッチが切れ   

ました。ストップを押してください。 

モータの温度が下がるまで 

待つ。 

F18 変圧器の安全回路の故障 保守サービスが必要 

F19 回転刃が回転しません。 保守サービスが必要 

F26 周波数コンバータの過熱のため、   

始動できません。 

周波数コンバータの温度が 

下がるまで待つ。 
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8 清掃、保守サービス   
Pos: 9.3 /00 01 Bedi enu ngsa nleitu nge n/00 120 K apitels am mlung  GM 300/ 000 8 GM 300  Reinig ung  Wart ung und  Verschl eiß/ 080 1 GM 300  Mo dul Rei nigu ng @ 2\m od_ 126 2603 218 062 _9.d oc @ 181 70 @   
 

 
 

 

           
図 16: オートクレーブと食洗機に対応する部品、対応しない部品 

 

    
図 17: 食洗機に対応する部品 

Pos: 10. 1 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ --- -- -- Seit enu mbr uch -- --- --- -- - @ 0 \mo d_1 222 344 373 758_ 0.d oc @ 2386  @  
 

オートクレーブ

不可 

オートクレーブ可能、    

食洗機の使用可 

オートクレーブ可能、 

食洗機の使用可 

食洗機の使用可 

食洗機の使用可 



 

32 

 
Pos: 10. 2 /0 0005  Übe rsch riften /1. Ü bersc hrift en/1  Zu beh ör @  0\ mod _122 899 019 910 5_9. doc @ 49 54 @  1  
 

9 アクセサリ 

9.1 グラビティリッド 
Pos: 10. 3 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ 001 20 Kapi telsa mmlu ng G M3 00/0 009 Zu beh ör/G M30 0 M odul Zu beh ör @ 1\m od_ 125 136 6294 959 _9. doc @ 140 27 @   
 

粉砕するにつれて著しくカサが減少する試料には、グラビティリッドの使用を推

奨します。自重で粉砕容器内に沈んでいき、試料を回転刃に誘導します。 

グラビティリッドには、含水量の高い試料用の「溝付」と、比重の軽い試料用の

「溝無」の 2 種類があります。 

 

注記 

グラビティリッドを使用する場合、試料は容器の縁から 5cm より上には充填しな

いでください。 

 

 

 
図  18: グラビティリッドを固定用切込みに乗せる  

• グラビティリッドを差し込む前に、ハンドルを上に引っ張ります。(1) 

• グラビティリッドのハンドルを回して、固定用切込み(SV)にハンドルの  

キーを嵌め合わせます。(2) 

• グラビティリッドを試料容器に装着します。 

• グラビティリッドの入った試料容器を本体にセットします。 

• フラップを閉じ、粉砕プロセスを開始します。 

• 粉砕が開始したら、ハンドルを持ち上げながら回してキーを固定用切込み 

から外し、グラビティリッドを容器の中に自重で沈ませます。 
Pos: 10. 4 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ 001 20 Kapi telsa mmlu ng G M3 00/0 009 Zu beh ör/0 901  GM 300 Mod ul Schwe rkra ftde ckel Funkti onsweis e  @ 2\m od_ 126 416 8241 521 _9. doc @ 187 07 @   

粉砕がスタートすると、試料が減量するにつれてグラビティリッドが沈んで行き、

試料を容器底部の回転刃に導き効率的な粉砕ができます。 

溝付きのグラビティリッドは、水分の多い試料にのみ有効です。 
Pos: 11. 1 /0 0010  Bedie nun gsanl eitun gen/ --- -- -- Seit enu mbr uch -- --- --- -- - @ 0 \mo d_1 222 344 373 758_ 0.d oc @ 2386  @  
 

1. 2. 

SV SV 



 

Authorized person for the compilation of technical documents: 
J. Bunke (technical documentation) 
 
The following records are held by Retsch GmbH in the form of Technical Documentation: 
Detailed records of engineering development, construction plans, study (analysis) of the measures required for 
conformity assurance, analysis of the residual risks involved and operating instructions in due form according to 
the approved regulations for preparation of user information data. 
 
The CE-conformity of the Retsch Laboratory Knife Mill GM 300 is assured herewith. 
 

In case of a modification to the machine not previously agreed with us as well as the use of not 

licensed spare parts and accessories this certificate will lose its validity. 
 
 
Retsch GmbH          Haan, january 2010 
 
Dr. Stefan Mähler 
Manager technical services 
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Certificate of CE-Conformity according to: 

 

EC Mechanical Engineering Directive 2006/42/EC 
 
Applied harmonized standards, in particular:  
DIN EN ISO 12100  Security of machines 
DIN EN ISO 12852  Food processors and blenders 
DIN EN 954-1   Safety related parts of control systems 
 
EC Directive Electromagnetic Compatibility 2004/108/EC 
 
Applied standards, in particular: 
DIN EN 55011        B / Generic standard interference emission - living areas - 
DIN EN 61000-3-2; DIN EN 61000-3-3; DIN EN 61326-1; DIN EN 61000-6-2; DIN EN 61000-4-2; 
DIN EN 61000-4-3; DIN EN 61000-4-4; DIN EN 61000-4-5; DIN EN 61000-4-6; DIN EN 61000-4-11 
 
Additional applied standards, in particular 
 
DIN EN 61010 Safety prescriptions concerning measuring-, operating-, controlling- and 

laboratory equipment 
 

LABORATORY KNIFE MILL 
GM 300 - GRINDOMIX 
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CERTIFICATE OF CE-CONFORMITY 
Translation 
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この度は弊社製品をお買い上げ頂きまして誠にありがとうございます。

製品の品質管理、および検査には万全を期しておりますが、万一保証期間内に正常な使用状態で故障

が生じた場合には本証記載の規定によって修理致します。その際には本証の提示が必要となりますので

大切に保管して下さい。尚、再発行は致しません。

１． 保証期間＝お客様がユーザー登録されてから１年間

２. 検収後７日以内にユーザー登録されなかった場合、保障期間は弊社出荷後９０日と

させていただきます。

３. 上記保証期間内に通常の取扱いにおいて故障したものに限り無償で修理致します。

４. 次の諸事情による場合は、保証期間中でも保証の対象にはなりません。

(Ａ) 本証をご呈示されない場合。

(Ｂ) 本証の所定事項の未記入、字句を書き換えたもの。

（C) 取扱説明書に記載の使用方法、又は注意に反したお取扱いにより、生じた障害、又は損傷。

（D) 火災、地震、その他の天災、公害や異常電圧による故障、又は損傷。

（E) お客様の改造により、生じたと認められる故障、又は損傷。

（F) お買い上げ後の輸送、移動時の落下等による取扱いの不注意により生じた故障、又は損傷。

（G) 本製品以外の原因による故障、又は損傷。

（H) 消耗品の補充。

５. 上記１～４以外の修理は、実費請求させて頂きます。

６. 本証は日本国内においてのみ有効です。

（ This　ｗａｒｒａｎｔｙ ｉｓ ｖａｌｉｄ ｏｎｌｙ ｉｎ Ｊａｐａｎ ）

お客様記入欄

ご使用先

部署名

住所　〒

電話番号

ご担当者

販売店名

株式会社　レッチェ

本社／ 〒160-0022  東京都新宿区新宿５－８－８ 

ＴＥＬ：　０３－５３６７－２６５１ ＦＡＸ：　０３－５３６７－２６５２

大阪／ 〒550-0013 大阪市西区新町４－１９－３　東洋ビル１Ｆ

ＴＥＬ：　０６－６５３４－０６２１ ＦＡＸ：　０６－６５３４－０６２２

ｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｒｅｔｓｃｈ.ｃｏ.ｊｐ

保証規定

保証書

Please attach suticker
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